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１．少雪寒冷地と高密居住地

北海道は多雪寒冷地のイメージが強いように思わ

れるが、実際は地域によって積雪量が異なる（表１１１)。

積雪は寒冷地において雪処理などの問題と関わるた

め、積雪量の違いは建築個々のあり方だけでなく、

表１北海道における積雪量の都市間比較（c､）

建築の集合や近隣関係といったあり方まで大きく関

わると思われる。本論は、少雪寒冷地において雪処

理の問題などに関して高密居住が有利と考え、北海

道における少雪寒冷地室蘭を対象に取り上げる。

高密居住地についても、北海道ではそのイメージ

が薄いと思われるが、比較的歴史のある函館や江差

では、港湾都市独特の高密度居住地や北前船文化に

よる町家街区挫'がみられる。調査対象とする室蘭でも
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高密居住地は存在する。室蘭市は鉄鋼業の都市で

あり、市全体のグロス建ぺい率:ｨ)は２５％以上の地

域が市の２割を占める。それら高密の地域は市全

域に点在し、いずれも比較的古い街区にある。高

密度居住において良好な居住環境とするには、共

用外部空間のあり方が重要となる。例えば共用外

部空間を日常的に利用することにより、近隣交際

に結びつき、それが地域コミュニティの醸造に寄

与する事が考えられる。また、共用外部空間の日

常的利用を寒冷地に於いて考える場合、季節変化

により日常的利用に変化が生じるはずであり、そ

れにより近隣交際にも影響を及ぼすと思われる。

２．研究の目的

積雪地における外部空間を積極的に捉えた研究

として、杉浦ら』'は戸建て住戸廻りを空間構成と

生活行為の夏冬の比較から把握している。積雪寒

冷地（北海道）においてはｗ飯田ら５)は外空間と

内空間の一体的計画の必要'性を主張し、また野口

ら６１はみどり空間の敷地現況利用から豊かな環境

形成のあり方を提言している。しかし、積雪寒冷

地における外部空間を主たる対象とした研究は多

くなく、特に高密居住のあり方に大きく関わる共

用外部空間に着目した研究は少ない。

本論は、少雪寒冷地室蘭の戸建て居住地を対象

に共用外部空間の規模や構成などの物理的な特性

を捉え、それと共に、季節変化による外部空間の

利用変化の実態を明らかにし、近隣交際との関連

の考察を行う。

３．調査対象地と調査と研究の方法
３．１調査対象地の概要

調査対象地は室蘭でも比較的歴史が古く、大手

製鉄所の企業城下町として栄えた母恋町で、その

中でも住居系が主体の地区（図１ａ）を調査対象街

区とした。対象街区のある母恋地区は住居が９割

以上、ネット建ぺい率は３０％７１となっており、白

地図からもその比較的高密の様子が窺える。街区

の短辺方向に共用外部空間が多数あり、長手方向

の街区中心に市管轄の下水が走り、その上は路地

になっている。尚、調査対象建物（全１３０戸)の用

途構成は、専用戸建て住宅が過半数を占める。
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３．２調査と研究の方法

以下の方法で調査、研究を行った。

（１）調査に際しては、まず敷地及び建物の所有を基

に現況利用から敷地・建物を確定し、共用外部

空間の領域を決定する。

（２）建物の基礎データ（階数･用途)の調査と主開口

やアクセス、庭の位置など外部空間の状態をプ

ロット調査し、特に共用外部空間の基礎統計を

行い、少雪寒冷地の共用外部空間の実態を把握

する。

（３）外部空間の利用と近隣交際に関するアンケート

調査からの単純統計、相関係数，プロット調査

を行い、分析および考察を行う。

４．共用外部空間の概要

共用空間の領域は、敷地及び建物の所有を課税

台帳８）とアンケートより把握し、現況利用より敷

地・建物を確定して決定した（図ｌｂ，ｃ）。それら

共用外部空間の基本的な属性を表２から捉える。

まず、調査街区には３９箇所もの多くの共用外部

空間があり、全長は比較的短い共用空間が多い。

そのほとんどが私有地の提供により形成（33/39）

されており、複数敷地により構成される共用空間

（30/39）が多くみられる。尚、室蘭の他地区，)で

も同様に、私有地、複数敷地により形成される共

用空間が見られる。「物理長さ：全長」２０ｍ未満が

15/３９あり、街区の規模（短手方向がおよそ５０m、

その中間に裏路地がある）から多くが「通り抜け」

になっていない。次に共用空間を構成する「敷地

数」は４以下（30/39）が多く、また「アクセス利

用建物数」は３以下(34/39)がほとんどだが、多い

ものでは１０棟の建物で共用している。さらに、１

アクセス建物あたりの長さを示す「長さ／アクセ

ス」では、２０［m/アクセス］以上（6/39）の長い

共用空間もみられた。

５．外部空間の利用と近隣交際

調査対象建物に居住する２０２世帯を対象にアン

ケート調査を行った（調査日時:2004年１２月５～

１５日、回収１２０世帯、回収率５９%)。利用実態

を捉えるに当たり、既往論文!｡)を参考に外部

空間の利用を「収納・サービス利用」「余暇利用」



図－２利用場所の分類

表－２共用外部空間の諸元

に分類した。利用行為は夏が１４項目、冬は１２項

目（｢雪かき」１項目を追加、「夕涼み」などの３

項目は削除）とした（表３）。あわせてアンケー

トでは利用場所（図２）を尋ねた。また近隣交際

に関する質問では、日常的な交際として「あいさ

つ」「立ち話」「家に行き来｣するの３項目、非日常

での信頼として｢非常時に気が付く」の１項目につ

いて尋ねた。このアンケートを基に利用傾向を把

握し、次に“利用の程度'，と“交際の程度”の関

係を見る。そして、交際の回答主要と関連がある

と思われる利用行為の回答をプロットし位置関係

などの視点でこれらの関係を考察する。
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項目、冬は１２項５．１季節変化による外部空間の利用変化

ｸ涼み」などの３ 図３は、収納・サービス利用と余暇利用の利用

>わせてアンケー 世帯数が場所ごと（共用空間と敷地)で、季節変化

iこ・また近隣交際 によってどのように変るか見たものである。夏は

際として「あいさ “敷地”での利用が多く、中でも“余暇利用”

〕３項目、非日常 の利用世帯延べ数が３２８世帯と最も多い。季節が

変化すると“共用空間”“収納．サービス利用”ど’'７，１Ｔ百Ｆ１１.テンへ

表－３利用種類の分類

」
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に、利用の程度と近隣交際の相手世帯数をそれぞ

れ点数化し、相関をみても、相関係数は０＜ｒ＜０．２

となり、ほとんど関連しないことが分かる。この

ように、利用の程度の高さが、近隣交際の程度の

高さに繋がる訳ではいないようだ。中でも、「雪

かき」は、利用が高い割に、それが近隣交際につ

ながっておらず、効率の悪さが目立つ。「植栽手

入れ」の程度と近隣交際の程度にあまり関連が見

られなかったのは、「植栽」が敷地内で行われて

いた場合が多かったためと思われる。

５．３共用外部空間のまとまりにみる近隣交際の

程度

５．２に述べたように、寒冷地に於いて、各世

帯が共用空間を頻繁に利用するだけで近隣交際が

よくなるとは言い難い。そこで、共用外部空間を

構成する世帯の４割以上が交際の良い世帯（表

５）である「交際の多い共用外部空間」（１６カ所)、

と４割未満である「交際の少ない共用外部空間」

（２０カ所）は’１)、どの様な相違があるかをみる

ことにより、交際を世帯間の観点で考察する。自

分の敷地だけでなく、共用外部空間を雪かきする

世帯が多い（５割以上）共用空間の割合は、「交

際の少ない共用外部空間」では約１割（3/23）で

あったのに対し、「交際の多い共用外部空間」で

は約３割（5/16）であった（図６）。現在はサン

プル数が少ないため、強く主張することはできな

いが、自分の敷地を超えて雪かきを行う者が多い

共用外部空間に属することが、交際の多さに、何

らか関わるのではないだろうか。

のみ、利用世帯延べ数が３５世帯から８８世帯に増

えているが､これは｢雪かき」が増えたためである。

これらより、外部空間の利用は夏から冬へ以降に

伴い“余暇利用”から“収納・サービス利用”に

変化し、利用場所は自分の“敷地”から“共用空

間'’に変化していることが分かる。また“敷地”

“余暇利用”が大幅に減少したのは、特に利用世

帯数の多かった「植栽手入れ」（７１世帯）での利

用が、大きく減少した（５１世帯減）ためである。

利用総世帯数
4００
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図－３季節変化による利用変化

５．２利用と交際の程度

夏の「植栽手入れ」「(外）掃除」と、冬の「雪

かき」に注目し、利用の程度の高さが、近隣交際

の程度（隣人からの声掛け、「あいさつ」などの

相手世帯数）の高さに繋がるか考察する。利用の

程度をみた図４では、「雪かき」を“毎日”する

と答えた世帯が「植栽手入れ」「掃除」よりも４

割程多いが、図５の隣人からの声掛けは、「雪か

き」最中に“たまにある”以上の回答で「掃除」

最中と同程度（７割）である。また、表４のよう

６０９６

４０％

ﾜ、何足
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顛
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注１）日常の項目の凡例十：３項目中１頂目が５世帯以上十十：２項目以上が５世帯以上

注２）非榊時の項目の凡例○；５世帯以上×：５世帯未満

６．まとめ

本論では少雪寒冷地における共用外部空間の実

態を捉えると共に、利用実態を明らかにし、共用

外部空間の利用の程度が近隣交際の程度にどのよ

うに関連するか考察した。共用外部空間の利用実

態として、季節変化により利用場所、利用の種類

話をする家に行き来する気がついてくれると

三世帯数相手世帯数期待できる世帯

０‘１９0.000.14

０．１５0.03０．１３
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表－４利用程度と交際の相手世帯数の相関係数
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凡例：交際の程度

■日常も非常時も交際が良い

鱗|日常の交際が良い
灘非常時の交際が良い

□あまり交際がよくない対象世帯

夕
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b） 凡例：.除雪範囲

■共用空間除雪をする
園共用空間除雪をしない

７）新建築学大系編集委員会編：新建築学大系１９市街地整備

計画．彰国社．1984.5pp38～39．

「市街地評価のための地区建ぺい率で３０%は「倣地規模

や建物形態によって良または不良（の境界レベル)」の

市街地状況である｡」とある

８）課税台帳調査には室蘭市課税課にご協力頂いた。

９）森谷真行、真境名達哉：寒冷戸建て高密度居住における外

部空間の可能性．日本建築学会北海道支部研究報告
Ｎｏ．７７．２００４.７

室蘭市中央町における路地(共用外部空間)の報告がある

１０）真境名達哉.服部寄生：密集市街地における外部空間の狭

さの実態とその特性についての考察．日本建築学会計画

系論文報告集No.526.1999.12

外部空間の利用を「収納・サービス」「静的余暇」「動的

余暇」に分類している。本論では「静的余暇」と「動的

余暇」をまとめて「余暇」とした。

11）共用外部空間毎に交際の多い世帯数を共用世帯数で除し

た。尚、敷地の共用のみで共用空間建物数が１棟の３つの

共用空間（本文中表２）は他世帯との関連がとれないため

除いた。

「交際の多い共用外部空間』
の内、共用外部空間を雪かき
する世帯が多い共用外部空間
と、雪かき範囲の違いの関連

テー

ヴ､

、一グ

図－６建物の分布

ａ）交際の程度
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が変わり、冬になると「雪かき」としてよく利用し“ありがたいと感じたことがある”など“しても

ていた。しかし、利用の程度と近隣交際の程度は、らった感謝，の方が、近隣交際に関連があるとも

関連が低いようで、特に「雪かき」は、交際に対考えられる。今後は、この様な「雪かき」自体の

する効率の悪さがみられた。一方、共用空間単位意味を含んだ調査が必要であると考える。また、

の集合でみると、雪かきを助け合っている世帯のどのような共用外部空間のあり方が「雪かき」を

多い共用外部空間に、交際の多い世帯が多くみら助け合い易いか、共用外部空間のタイプを抽出し

れた。より一歩論を進めるなら、「雪かき」は“自考察することも課題となる。

らする程度”ではなく、助け合うことによって

b）雪かき範囲の違い

、
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